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 カシアガム 

英名：     Cassia Gum 
CAS No.   11078-30-1 
JECFA No. 該当なし 
別名：     該当なし 
構造式：    － 

 
1．基原・製法 

マメ科エビスグサモドキ（Cassia tora LINNE）の種子の胚乳部を粉砕して得られたも

のである。主成分は多糖類である。 

 

2．主な用途 
増粘剤、乳化剤、泡安定剤、保湿剤、プロセスチーズ、冷菓、肉類、家禽の食感剤 

 

3．安全性試験の概要 
1) 急性毒性試験 
ラット (Wistar-Han-Schering) 経口 LD50 > 5,000 mg/kg体重 1) 

マウス (KM) 経口 LD50 > 10,000 mg/kg体重 2) 
 

2) 反復投与毒性試験 
Crl:CD (SD)BR Sprague-Dawley ラット（雌雄各群 5 匹）に粗精製カシアガムを 28 日

間混餌投与したところ、被験物質に起因する毒性影響はみられず、NOAEL は最高用量の 
50,000 mg/kg 餌（4,590 mg/kg 体重/日）と考えられた 3)。 
ビーグル犬（雌雄各群4匹）に粗精製カシアガムを90日間混餌投与したところ、NOAEL

は最高用量の 25,000 mg/kg 餌（3,290 mg/kg 体重/日）と考えられた 4)。 
猫（雌雄各群 5 匹）に粗精製カシアガムを 13 週間混餌投与したところ、被験物質に起

因する毒性影響はみられず、NOEL は最高用量の 25,000 mg/kg 餌（2,410 mg/kg 体重/
日）と考えられた 5)。 

 
3) 変異原性試験 
Ames 試験、培養細胞を用いた染色体異常試験、マウスリンフォーマ試験、骨髄小核試

験及び精子形態異常試験が実施されており、すべて陰性と報告されている 6) 。 
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Ames 試験：陰性； TA100、TA1535、E.coli WP2uvrA、TA98、TA1537、TA97、TA102  

5,000 g /plate (代謝活性化および非代謝活性化)  6) 
染色体異常試験：陰性； Human lymphocytes 10.0 µg/mL 6) 
マウスリンフォーマ試験：陰性； Mouse lymphoma L5178Y TK+/- 10.0 µg/mL 6) 
骨髄小核試験：雌雄の KM マウス 陰性； 2,500 mg/kg 体重、経口投与（30 時間内

に 2 回投与、最終投与後 6 時間後に採材）6) 
精子形態異常試験：陰性；KM マウス 2,500 mg/kg 体重/日で 5 日間経口投与（最終

投与後 30 日後に採材）6) 
 

4) その他 
Ico:OFA.SD Sprague-Dawle ラット（雌雄各群 25 匹）に粗精製カシアガムを混餌投与

した OECD TG416 の 2 世代生殖毒性試験では、NOEL は最高用量の 50,000 mg/kg 餌

（5,280 mg/kg 体重/日）と考えられた 7)。 
妊娠 SD ラット（28 匹）に粗精製カシアガムを混餌投与した OECD TG414 の出生前

発生毒性試験では、NOAEL は最高用量の 1,000 mg/kg 体重/日と考えられた 8)。 
 

5) 海外評価書における扱い 
JECFA では、粗精製物で評価されており、暫定 ADI を特定しない（not specified）と

している 9,10)。 

 
4. 結論 
  本既存添加物は、日本国内で流通しているものについては、安全性に懸念はないと考え

られる。 
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